
　
　

調
理
室
を
持
つ
各
施
設
の

コ
ン
ロ
な
ど
、
災
害
時
に
使
用

で
き
る
台
数
は
何
台
か
。

　
　
　
　
　
　
　

保
育
園
と
保

健
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
い

ざ
と
い
う
時
に
使
え
る
調
理
器

具
は
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
は

そ
り
、
か
ま
ど
が
あ
る
。
数
量

は
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
が
３
園
で

６
台
、
は
そ
り
が
３
園
で
３
個
、

か
ま
ど
が
１
園
で
１
個
。
電
子

レ
ン
ジ
が
全
園
で
15
台
、
炊
飯

器
が
１
園
で
１
台
、
ホ
ッ
ト
プ

レ
ー
ト
が
１
園
で
１
台
で
あ
る
。

　

ま
た
、
電
気
が
使
え
ず
、
ガ

ス
の
み
が
使
え
る
時
は
、
ガ
ス

コ
ン
ロ
や
回
転
釜
、
ガ
ス
炊
飯

器
な
ど
が
利
用
可
能
で
あ
る
。

数
量
は
ガ
ス
コ
ン
ロ
が
全
園
で

10
台
、
回
転
釜
が
全
園
で
24
台
、

ガ
ス
炊
飯
器
が
６
園
で
８
台
で

あ
る
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
の
栄
養
指
導

室
に
は
、
調
理
台
が
７
つ
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
、
コ
ン
ロ
、
オ
ー

ブ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
コ

ン
ロ
は
７
台
３
口
で
21
個
使
用

可
能
。
他
の
調
理
器
具
は
、
電

子
レ
ン
ジ
が
１
台
、
電
気
炊
飯

器
が
１
台
、
ガ
ス
炊
飯
器
が
２

台
、
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
が
１
台

あ
り
、
現
在
使
用
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

各
小
中
学
校

の
使
用
可
能
な
ガ
ス
コ
ン
ロ
の

台
数
は
、
武
豊
小
学
校
20
台
、

衣
浦
小
学
校
18
台
、
富
貴
小
学

校
18
台
、
緑
丘
小
学
校
19
台
、

武
豊
中
学
校
24
台
、
富
貴
中
学

校
19
台
で
、
合
計
百
18
台
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
使
用
可
能
で

あ
る
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
大

釜
、
小
釜
、
レ
ボ
ル
釜
２
個
、

連
続
フ
ラ
イ
ヤ
ー
、
連
続
焼
物

機
、
真
空
冷
却
機
２
個
な
ど
が

あ
る
。

　

中
央
公
民
館
の
調
理
室
に
は

７
台
の
コ
ン
ロ
が
あ
り
い
ず
れ

も
使
用
可
能
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
も
燃
料
は
都
市
ガ
ス

な
の
で
、
マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
ー

が
遮
断
さ
れ
た
場
合
、
使
用
で

き
る
ガ
ス
コ
ン
ロ
は
な
い
。

　

地
域
交
流
施
設
用
地
の
場
所

に
つ
い
て
問
う
。

　
　

南
海
ト
ラ
フ
の
発
表
を
受

け
、
計
画
場
所
は
安
心
、
安
全

性
に
欠
け
る
の
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
画
地

の
標
高
は
、
４
・
2
メ
ー
ト
ル

な
の
で
影
響
は
無
い
。
設
計
上

で
考
慮
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば

実
施
計
画
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　

町
内
産
業
の
売
上
と
事
業

者
数
は
、
現
在
と
約
20
年
前
を

比
較
す
る
と
、
中
小
工
業
所
数

は
、
平
成
元
年
が
１
１
２
業
者

で
、
22
年
に
は
20
軒
減
少
。
商

業
者
数
は
平
成
元
年
が
３
８
０

軒
で
、
19
年
に
は
約
１
０
０
軒

の
減
少
で
あ
る
。

　

今
後
の
政
策
を
ど
う
す
る
か
。

　
　
　
　
　

本
町
の
産
業
は
生

産
量
、
売
上
は
微
増
。
事
業
者

数
は
減
少
し
て
い
る
。

　

ハ
ー
ド
面
で
は
、
武
豊
港
線
、

石
川
橋
交
差
点
の
改
良
、
名
鉄

知
多
武
豊
駅
東
地
区
の
区
画
整

理
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
里

中
の
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
整

備
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
新
産
業
立

地
促
進
奨
励
金
、
中
小
企
業
振

興
資
金
な
ど
の
保
証
料
補
助
、

入
札
制
度
で
町
内
業
者
保
護
育

成
や
観
光
協
会
、
商
工
会
と
の

連
携
で
活
性
化
を
図
る
。
み
ゆ

き
通
り
発
展
会
や
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
北
部
な
ど
の
関
係
団
体
と
協

調
性
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

大
地
震
、
大
津
波
な
ど
の

災
害
に
向
け
、
防
災
訓
練
に
防

犯
活
動
も
含
め
た
総
合
的
な
訓

練
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　

災
害
時
に
は

人
命
を
救
う
事
が
第
一
で
あ
る

が
、
東
日
本
大
震
災
で
は
盗
難

な
ど
犯
罪
が
発
生
し
て
お
り
、

防
犯
に
つ
い
て
は
、
次
の
段
階

で
課
題
と
し
て
検
討
す
る
。

問

都市ガスであるから、震度５強以上でライフラインが停止しない限り使用可能

保健センターなどにある調理器具は災害時に使用可能か保健センターなどにある調理器具は災害時に使用可能か
答

関係団体と協調し相乗効果で地域産業を発展させる答

問

武豊町の産業を活性化する今後の対策は武豊町の産業を活性化する今後の対策は

問

問

問

問

中川　一 議員

南　賢治議員

■武豊町商工会■グリーンセンター武豊

答

町
長

答

総
務
部
長

答

厚
生
部
長

答

教
育
部
長

答

産
業
建
設
部
長

町
政
を
問
う
！

個
人
質
問
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町
政
を
問
う
！

個
人
質
問

　

本
町
に
お
い
て
、
第
3
期
武

豊
町
障
が
い
福
祉
計
画
が
本
年

3
月
に
策
定
さ
れ
た
。

　

計
画
概
要
で
は
、

1　

計
画
の
性
格
と
位
置
付
け

２　

計
画
の
基
本
理
念

3　

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の

確
保
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え

方4　

計
画
の
進
行
管
理

な
ど
、
第
1
章
か
ら
第
6
章
ま

で
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
下
の
点
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

障
が
い
者
の
地
域
活
動
へ

の
参
加
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

障
害
者
自
立

支
援
制
度
で
は
、
介
護
給
付
お

よ
び
訓
練
給
付
の
「
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
」
お
よ
び
「
地
域
生

活
支
援
事
業
」
を
実
施
。

　

「
地
域
生
活
支
援
事
業
」
は
、

市
町
村
を
実
施
主
体
と
す
る
事

業
で
あ
る
。
障
が
い
の
あ
る
方

が
、
自
立
し
た
日
常
生
活
・
社

会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
地
域
の
特
性
や
、
利
用

者
の
状
況
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
地

域
活
動
へ
の
参
加
に
つ
い
て
も
、

支
援
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
障
が
い
の
あ
る
方

が
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
、
自

立
し
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
様
々
な
施
策

を
通
じ
て
、
支
援
し
て
い
く
。

　
　

各
区
で
行
わ
れ
て
い
る

様
々
な
活
動
に
、
障
が
い
を
お

持
ち
の
方
が
参
加
し
や
す
い
よ

う
に
啓
発
を
。

　
　
　
　
　

各
区
の
行
事
や
活

動
に
参
加
す
る
こ
と
は
大
変
有

意
義
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

参
加
し
や
す
い
環
境
作
り
に

は
、
障
が
い
の
あ
る
方
々
へ
の

情
報
提
供
と
共
に
、
受
け
入
側

や
一
緒
に
参
加
さ
れ
る
住
民
の
、

障
が
い
に
対
す
る
理
解
促
進
も

大
変
重
要
で
あ
る
。

　

発
災
後
の
行
政
の
事
務
を
一

元
的
に
管
理
で
き
る
被
災
者
支

援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て

質
問
す
る
。

　
　

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、

導
入
す
る
場
合
の
課
題
と
費
用

は
。

　
　
　
　
　
　
　

導
入
す
る
場

合
の
課
題
は
、
特
に
無
い
。
費

用
に
つ
い
て
も
、
支
援
シ
ス
テ

ム
自
体
は
無
償
で
提
供
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
早
い
時
期
の
導
入

に
向
け
て
検
討
を
し
て
い
く
。

　
　

要
援
護
者
支
援
シ
ス
テ
ム

の
活
用
方
法
は
。

　
　
　
　
　
　
　

要
援
護
者
支

援
シ
ス
テ
ム
は
、
登
録
者
の
位

置
情
報
を
地
図
ソ
フ
ト
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
情

報
を
出
力
・
検
索
で
き
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
福
祉
課
、
防
災
交
通

課
お
よ
び
社
会
福
祉
協
議
会
の

３
箇
所
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
シ

ス
テ
ム
情
報
を
確
認
・
検
索
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
今
後
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
各

関
係
機
関
と
の
的
確
な
「
情
報

の
共
有
化
」を
図
る
と
共
に「
個

別
支
援
計
画
の
策
定
」、「
安
否

確
認
方
法
の
整
備
」
な
ど
に
つ

い
て
、
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　
　

要
援
護
者
を
対
象
と
し
て
、

緊
急
時
の
対
応
に
備
え
る
板
状

マ
グ
ネ
ッ
ト
や
、
持
病
や
家
族

の
連
絡
先
を
記
入
し
た
カ
ー
ド

を
入
れ
た
緊
急
連
絡
用
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
、

迅
速
に
救
急
搬
送
で
き
る
体
制

づ
く
り
を
行
っ
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

１
市
３
町
で

構
成
す
る
知
多
中
部
広
域
事
務

組
合
の
一
員
で
あ
る
の
で
、
配

布
事
業
は
足
並
み
を
そ
ろ
え
る

必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
各
市

町
と
の
調
整
や
研
究
・
検
討
を

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
う
。

　
　

冷
蔵
庫
に
入
れ
る
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
の
容
器
は
、
自
前

で
用
意
し
て
、
カ
ー
ド
を
町
で

印
刷
し
て
配
布
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

配
布
は

で
き
る
と
思
う
が
、
中
味
を
検

討
し
て
今
後
に
向
け
て
や
っ
て

い
き
た
い
。

様 な々施策を通じて支援していく

社会参加活動への充実は社会参加活動への充実は
答

問

問問

問問

岩瀬　計介 議員

後藤　光明 議員 早い時期の導入に向けて検討していく

被災者支援システムの導入の検討は被災者支援システムの導入の検討は
答

問

問

問

■緊急連絡用ペットボトル

■武豊町障がい福祉計画

答

厚
生
部
長

答

厚
生
部
長

答

町
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

防
災
交
通
課
長
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武
豊
町
第
５
次
行
政
改
革
プ

ラ
ン
で
は
、
行
政
自
ら
「
や
く

ば
の
自
己
変
革
」
を
打
ち
出
し
、

よ
り
効
率
的
な
組
織
運
営
を
目

指
し
て
い
る
。

　
　

既
存
の
監
査
委
員
制
度
や

事
務
事
業
評
価
は
、
あ
く
ま
で

サ
ン
プ
リ
ン
グ
監
査
。
内
部
に

業
務
監
査
チ
ー
ム
を
設
け
、
事

務
執
行
の
仕
方
や
目
標
管
理
ま

で
踏
み
込
ん
だ
、
庁
内
の
監
査

手
法
の
確
立
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　
　
　
　
　

住
民
の
行
政
に
対

す
る
信
頼
が
第
一
で
あ
り
、
ガ

バ
ナ
ン
ス
（
集
団
に
よ
る
健
全

統
治
）
強
化
は
必
須
と
認
識
し

て
い
る
。

　

内
部
監
査
の
有
効
性
は
理
解

し
て
い
る
が
、
行
政
事
務
は
多

種
・
多
様
に
及
ぶ
た
め
、
仮
に

監
査
チ
ー
ム
を
組
織
す
れ
ば
相

当
の
業
務
負
荷
と
な
る
。

　

当
面
は
現
行
の
管
理
体
制
で

ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
・
内
部
統
制

の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

監
査
に
対
し
て
専
門
性
を

持
っ
た
人
を
非
常
勤
職
員
と
し

て
採
用
し
、
活
躍
し
て
も
ら
っ

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

行
政
事
務
は
基
本

的
に
法
令
・
条
例
に
基
づ
き
実

施
さ
れ
て
お
り
、
現
状
で
統
制

は
図
ら
れ
て
い
る
。
現
時
点
で

専
門
職
の
採
用
は
考
え
て
い
な

い
。

　
　

行
革
プ
ラ
ン
で
は
〝
求
め

ら
れ
る
職
員
像
〞
「
住
民
か
ら

信
頼
さ
れ 

豊
か
な
人
間
性 

柔

軟
な
思
考
力 

責
任
感
を
持
っ

た 

経
営
感
覚
の
あ
る
職
員
」

を
住
民
発
信
す
る
と
あ
る
が
、

具
体
的
な
発
信
方
法
は
。

　
　
　
　
　
　
　

今
後
工
夫
を

し
て
発
信
す
る
が
、
職
員
の
変

わ
っ
た
姿
を
住
民
に
見
て
も
ら

う
こ
と
が
一
番
と
考
え
て
い
る
。

　
　

職
員
数
の
削
減
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
労
務
管
理
は

適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

事
前
申
請
に

よ
る
残
業
許
可
な
ど
を
実
施
し

て
お
り
、
適
切
に
管
理
さ
れ
て

い
る
。

町
政
を
問
う
！

個
人
質
問

　
　

愛
知
県
で
は
特
別
支
援
学

校
の
過
大
化
解
消
に
向
け
て
の

取
り
組
み
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

　

平
成
26
年
度
は
、
一
宮
地
区

の
過
大
化
解
消
と
し
て
、
県
有

地
に
特
別
支
援
学
校
を
新
設
。

平
成
27
年
度
は
、
豊
川
・
豊
橋

地
区
の
過
大
化
解
消
と
し
て
、

豊
橋
市
立
で
小
中
学
部
の
特
別

支
援
学
校
の
新
設
が
決
定
し
て

い
る
。

　

し
か
し
、
半
田
養
護
学
校
の

過
大
化
解
消
に
向
け
て
は
、
県

有
施
設
を
活
用
し
、
平
成
28
年

度
を
目
標
に
新
設
す
る
と
し
て

い
る
が
、
詳
細
は
決
ま
っ
て
い

な
い
。

　

知
多
南
部
地
域
自
立
支
援
協

議
会
（
以
下
、
協
議
会
）
で
情

報
提
供
す
る
と
と
も
に
、
協
議

で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

協
議
会
の
運

営
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
の
自

主
性
を
、
協
議
課
題
に
つ
い
て

は
、
参
加
委
員
の
意
見
を
尊
重

す
る
。

　
　

特
別
支
援
学
校
の
設
置
は

愛
知
県
で
あ
る
が
、
利
用
す
る

の
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
で
あ

る
。
半
田
養
護
学
校
の
過
大
化

解
消
を
地
域
の
課
題
と
し
て
捉

え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

本
町
で
は
、

37
人
が
半
田
養
護
学
校
に
通
っ

て
お
り
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
と

は
、
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

た
め
、
か
か
り
つ
け
医
や
持
病

な
ど
の
医
療
情
報
や
薬
剤
情
報

な
ど
を
専
用
の
容
器
に
入
れ
、

冷
蔵
庫
に
保
管
し
て
お
く
こ
と

で
、
救
急
時
に
備
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

全
国
的
に
も
多
く
の
自
治
体

で
配
布
さ
れ
て
お
り
、
知
多
半

島
で
は
、
東
海
市
・
知
多
市
・

常
滑
市
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

南
知
多
町
で
は
実
施
に
向
け
て
、

容
器
リ
サ
イ
ク
ル
を
兼
ね
て

「
海
苔
の
空
き
容
器
」
の
収
集

が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
本
町
も
、

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
へ

の
配
布
を
。

　
　
　
　
　
　
　

正
確
な
情
報

管
理
に
課
題
が
あ
る
。
行
政
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
無
料
で
配
布
す

る
べ
き
か
、
個
人
で
用
意
し
て

も
ら
え
な
い
か
、
対
象
者
が

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
だ

け
で
い
い
の
か
、
な
ど
の
課
題

が
あ
る
。

　

配
布
に
つ
い
て
は
、
１
市
３

町
の
広
域
事
務
組
合
で
組
織
し

て
い
る
た
め
、
足
並
み
を
揃
え

る
必
要
が
あ
る
。

問

既存の組織でガバナンス強化を図っていく

庁内に内部監査チームを新設してはどうか庁内に内部監査チームを新設してはどうか
答

自立支援協議会での協議は自主性に委ねる答

問

半田養護学校の過大化解消に向けての意見集約を半田養護学校の過大化解消に向けての意見集約を

問問

問

問

問問

問

小寺　岸子 議員

石原　壽朗 議員

■職員提案により改善された窓口

答

町
長

答

町
長

答

厚
生
部
長

答

厚
生
部
長

答

教
育
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長
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町
政
を
問
う
！

個
人
質
問

　

新
年
度
が
始
ま
り
、
全
国
で

児
童
・
生
徒
の
登
下
校
時
に
お

け
る
事
故
が
多
数
発
生
し
て
い

る
。
武
豊
町
で
も
通
学
路
の
安

全
点
検
や
安
全
確
保
に
努
め
る

べ
き
だ
と
考
え
る
。

　
　

各
学
校
で
こ
れ
ま
で
に
作

成
さ
れ
て
い
る
防
犯
、
防
災
、

交
通
事
故
な
ど
、
危
険
を
知
ら

せ
る
資
料
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

学
校
区
ご
と

に
名
前
は
違
う
が
、
防
犯
、
防

災
、
安
全
マ
ッ
プ
と
し
て
各
家

庭
に
配
布
し
て
い
る
。
小
学
校

に
つ
い
て
は
、
危
険
箇
所
を
交

通
安
全
ヒ
ヤ
リ
マ
ッ
プ
と
し
て

作
成
し
、
随
時
配
布
し
て
い
き

た
い
。

　
　

通
学
路
の
総
点
検
と
、
す

で
に
行
っ
た
対
策
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

４
月
に
町
長

か
ら
の
指
示
を
受
け
、
安
全
点

検
を
実
施
し
た
。
22
箇
所
ほ
ど

危
険
、
あ
る
い
は
気
に
な
る
場

所
が
あ
り
、
改
善
に
向
け
て
、

現
在
取
り
ま
と
め
て
い
る
最
中

で
あ
る
。

　
　

通
学
路
に
お
け
る
、
横
断

歩
道
の
ラ
イ
ン
の
不
備
（
消
え

か
け
）
お
よ
び
設
置
場
所
の
危

険
な
ど
の
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
断
歩

道
は
、
警
察
・
愛
知
県
公
安
委

員
会
の
管
轄
で
あ
り
、
危
険
な

箇
所
に
つ
い
て
は
防
災
交
通
課

に
届
け
て
い
た
だ
き
、
改
善
要

望
を
出
し
て
い
き
た
い
。

　
　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
集
団

登
校
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　
　
　

交
通
事
故
時
の

被
害
拡
大
な
ど
デ
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
が
、
現
時
点
で
は
、
同
じ

地
域
に
お
け
る
異
な
る
学
年
の

交
流
の
場
と
し
て
の
役
割
、
通

学
時
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
の
に
有
効
で
あ
り
、
さ
ら
な

る
通
学
路
の
安
全
点
検
・
対
策

を
進
め
な
が
ら
集
団
登
校
は
継

続
し
て
い
く
。

　

地
方
自
治
法
で
は
、「
地
方

公
共
団
体
は
、
そ
の
事
務
を
処

理
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
最
少

の
経
費
で
最
大
限
の
効
果
を
挙

げ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

自
治
体
の
経
営
は
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
い
か
に
し
て
最
大
に

す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
戦
略
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
予
算
編
成
で
、

町
に
入
っ
て
く
る
お
金
を
ど
の

よ
う
に
有
効
に
使
っ
て
い
く
か

を
考
え
る
財
政
面
の
努
力
は
、

大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
質
問

す
る
。

　
　

多
く
の
自
治
体
で
は
、
決

算
の
評
価
に
基
づ
い
た
予
算
編

成
を
し
て
い
る
が
、
本
町
の
見

解
は
。

　
　
　
　
　
　

か
つ
て
は
予
算

至
上
主
義
で
あ
っ
た
が
、
現
在

で
は
、
事
務
事
業
評
価
を
受
け
、

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
て

方
向
性
を
決
め
て
い
て
、
予
算

は
具
体
的
な
個
所
付
け
と
さ
れ

て
い
る
。

　
　

今
後
、
施
策
評
価
と
政
策

評
価
お
よ
び
実
施
に
対
す
る
見

解
は
。

　
　
　
　
　
　
　

事
務
事
業
評

価
か
ら
さ
ら
に
一
歩
進
み
た
く
、

施
策
評
価
を
実
施
す
る
方
向
で
、

担
当
を
財
政
担
当
か
ら
企
画
政

策
課
に
移
し
た
。

　
　

多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
を
予

算
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
取
り

組
み
は
。

　
　
　
　
　

議
会
や
各
区
長
か

ら
の
意
見
・
要
望
の
他
、
町
長

へ
の
提
言
や
町
長
談
話
室
、
各

種
ア
ン
ケ
ー
ト
、
町
政
モ
ニ
タ

ー
な
ど
の
広
聴
制
度
を
実
施
し

て
い
る
。

　
　

町
政
に
意
見
を
述
べ
る
機

会
も
な
い
方
、
意
見
を
述
べ
な

い
で
静
観
さ
れ
て
い
る
方
、
町

政
に
無
関
心
な
方
な
ど
、
大
多

数
の
住
民
の
意
見
の
吸
い
上
げ

に
対
す
る
考
え
は
。

　
　
　
　
　

何
が
真
の
ニ
ー
ズ

な
の
か
、
正
し
い
選
択
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
、
進
め
て
い
く
。

　
　

施
策
評
価
を
す
る
に
あ
た

り
、
１
５
０
０
人
程
度
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

来
年
度
、
総

合
計
画
の
中
間
年
に
あ
た
り
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

※
他
に
「
資
金
繰
り
・
資
金
調

達
に
つ
い
て
」
を
質
問
。

通学路の安全対策を進めながら継続していく

現在行われている集団登校をどう考えるか現在行われている集団登校をどう考えるか
答

問

問問

問問問

青木　信哉 議員

石川　義治 議員 来年度アンケートを実施する

多様なニーズを予算に反映させよ多様なニーズを予算に反映させよ
答

問

問問

問

問

■集団登校

答

教
育
部
長

答

教
育
部
長

答

防
災
交
通
課
長

答

教
育
長

答

副
町
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

町
長

答

町
長



　
　

福
島
第
1
原
発
事
故
以
来
、

食
品
の
放
射
能
汚
染
に
対
す
る

不
安
の
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

半
田
市
を
は
じ
め
多
く
の
自

治
体
で
、
学
校
や
保
育
園
の
給

食
食
材
の
放
射
線
量
測
定
が
お

こ
な
わ
れ
、
安
全
・
安
心
を
求

め
る
保
護
者
の
期
待
に
応
え
る

措
置
を
と
っ
て
い
る
。

　

武
豊
町
で
も
、
ぜ
ひ
、
放
射

線
量
測
定
器
を
導
入
し
て
、
食

材
の
放
射
能
測
定
を
行
い
、
安

全
な
食
材
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
措
置
を
講
ぜ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

主
食
と
な
る

ご
飯
や
麺
類
は
、
学
校
給
食
会

で
放
射
線
量
測
定
を
行
っ
て
安

全
を
確
認
し
て
い
る
。

　

野
菜
類
は
、
地
産
地
消
の
観

点
か
ら
地
元
産
の
も
の
を
使
用

し
て
お
り
、
安
全
は
確
保
さ
れ

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

保
育
園
は
各

園
で
調
理
し
て
お
り
、
数
量
も

少
な
い
の
で
、
当
日
の
朝
、
地

元
業
者
か
ら
食
材
が
納
入
さ
れ

て
い
る
。
地
元
産
の
食
材
で
、

放
射
能
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
と

は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

災
害
ガ
レ
キ
の
広
域
処
理
に
つ

い
て
、
東
日
本
の
復
旧
・
復
興

の
た
め
に
は
必
要
な
支
援
で
あ

り
、
受
け
入
れ
る
こ
と
に
や
ぶ

さ
か
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
住
民
の
安
全
確
保

と
理
解
・
納
得
を
得
る
こ
と
が

前
提
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
放
射
能
に

汚
染
さ
れ
て
い
な
い
一
般
廃
棄

物
に
限
る
べ
き
だ
。

　

大
村
知
事
は
、
知
多
市
地
先

の
名
古
屋
港
南
五
区
廃
棄
物
最

終
処
分
場
な
ど
県
内
３
か
所
で

焼
却
施
設
を
設
置
し
て
災
害
ガ

レ
キ
の
処
理
を
受
け
入
れ
る
準

備
を
進
め
て
い
る
が
、
何
の
説

明
も
な
く
一
方
的
に
上
意
下
達

で
進
め
ら
れ
て
い
る
事
態
に
、

地
元
関
係
住
民
か
ら
は
反
発
と

強
い
反
対
の
声
が
あ
が
っ
て
い

る
。

　

武
豊
町
地
先
の
衣
浦
港
３
号

地
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
へ
、

災
害
ガ
レ
キ
の
焼
却
灰
の
搬

入
・
埋
め
立
て
を
認
め
な
い
よ

う
求
め
る
。

　
　
　
　
　

国
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
、
常
武
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
年
間
１
千
ト
ン
の
処
理

が
可
能
で
あ
る
と
回
答
し
た
が
、

処
理
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
表

明
し
て
い
な
い
。
住
民
の
安

全
・
安
心
が
前
提
で
あ
る
と
い

う
考
え
に
変
わ
り
は
な
い
。

町
政
を
問
う
！

個
人
質
問

　

行
政
の
努
力
に
よ
り
町
民
の

利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と
は
、

必
須
条
件
で
今
後
も
探
求
を
し

て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、

多
く
の
町
民
も
各
証
明
書
類
交

付
業
務
の
向
上
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
納
付
に
つ
い
て
熱
望
し
て

い
る
。

　
　

各
証
明
書
類
を
本
町
の
出

先
機
関
で
も
交
付
で
き
な
い
か
。

（
土
曜
日
、
日
曜
日
に
開
館
し

て
業
務
を
行
っ
て
い
る
施
設
）

　
　
　
　
　
　
　

出
先
機
関
で

の
各
種
証
明
な
ど
の
交
付
に
つ

い
て
は
、
施
設
の
窓
口
状
況
や

証
明
業
務
に
必
要
な
機
器
の
設

置
、
発
行
業
務
に
携
わ
る
人
員
、

保
守
の
体
制
な
ど
、
多
く
の
課

題
が
あ
る
の
で
、
近
隣
市
町
の

状
況
も
踏
ま
え
調
査
研
究
し
て

い
く
。

　
　

役
場
窓
口
を
総
合
窓
口
に

し
て
、
利
用
者
の
利
便
性
を
向

上
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

部
長
全
員
と

各
部
の
次
長
１
人
で
組
織
す
る

「
機
構
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
」
の
下
部
組
織
と
し
て
、

「
総
合
窓
口
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
」
を
設
置
し
て
お
り
、
検

討
作
業
を
進
め
て
い
る
。
現
在

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、

役
場
窓
口
の
利
用
者
の
動
向
調

査
を
行
い
、
取
り
ま
と
め
の
作

業
に
入
っ
て
い
る
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
て
、
今
後

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
総
合

窓
口
の
設
置
の
可
否
、
窓
口
の

再
編
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
納
付
に

つ
い
て
、
本
町
の
方
向
性
は
。

　
　
　
　
　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

納
付
に
つ
い
て
は
、
日
勤
の
仕

事
を
し
て
い
る
方
に
と
っ
て
、

利
便
性
が
大
き
く
向
上
す
る
の

で
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に

合
わ
せ
て
導
入
す
る
考
え
で
あ

る
。
新
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
は
、

来
年
７
月
の
予
定
で
あ
る
が
、

税
に
つ
い
て
は
、
年
度
初
め
に

１
年
間
の
納
付
書
を
送
付
す
る

関
係
が
あ
り
、
26
年
度
か
ら
の

実
施
予
定
で
あ
る
。

問

安全な武豊産の米や地元の野菜類を使用している

学校・保育園の給食食材の放射線量測定を学校・保育園の給食食材の放射線量測定を
答

26年度からの実施予定である答

問

コンビニエンス納付の方向性はコンビニエンス納付の方向性は

問問

問

問問

福本　貴久 議員

梶田　稔 議員

答

町
長

答

町
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

教
育
部
長

答

厚
生
部
長
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